
 

2017年 3月 23日 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社 

 

【岡山大学×ＳＯＭＰＯホールディングス】産学連携プロジェクト 

包括連携協定の締結のお知らせ 

 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社（グループＣＥＯ取締役社長：櫻田 謙悟、以下「当社」）と                                          

国立大学法人岡山大学（学長：森田 潔、以下「岡山大学」)は、高齢者医療・在宅医療・緩和医療・介護福祉医

療等の充実および産業と社会の発展に寄与することを目的とした包括連携協定を締結しましたのでお知らせし

ます。 

 

1．背景と目的 

・岡山大学は岡山藩医学館を起源とする、中四国で最も古い伝統を持つ旧制官立岡山医科大学を中核として 

設置されました。2013 年には岡山大学病院が厚生労働省の「臨床研究中核病院」に指定されるなど、研究 

環境整備への取組みが高く評価されています。また、岡山大学病院では、2013 年 4 月に疾病に伴う痛み、 

だるさ、経済的な問題などさまざまな困難を解決し、前向きな治療と自分らしい生活を送ることを目的と 

した緩和支持医療科を日本で初めて開設しました。 

・当社は 2015年度に介護事業へ本格参入しました。日本最大規模となる約 25,700居室のシニアリビング事業

に加え、定期巡回・随時対応サービスなど訪問介護事業も全国で幅広く展開し、「世界に誇れる豊かな長寿

国日本」の実現への貢献、日本で最も信頼される介護ブランドの構築を目指しています。 

・両者は障害や疾患に起因する痛みやその他の苦痛により十分な介護サービスを受けることのできない高齢者

や、最後まで住みなれた自宅で暮らすことを希望する多くの高齢者の生活の質を向上させるためには、高

齢者医療・在宅医療・緩和医療等に求められる役割は今後益々大きくなると考えます。包括連携協定では、

国が目指す地域包括ケアの実現に向けて、医療と介護の連携について研究を進めるとともに、介護職員の 

人材育成の分野でも協力を進めていきます。 

 

2．主な取組み内容 

  両者は以下の分野を中心に取組みを行う予定です。 

(1)介護施設入居者が抱える障害・疾病の課題に関する調査・研究 

(2)高齢者における緩和医療・緩和ケア、介護・医療連携に関する研究 

(3)介護職員向けの医療・介護連携に関する教育カリキュラム構築、人材交流 

 

3. 今後について 

 両者は今回の包括連携協定を通じて、障害や疾患のある高齢者が、安心して医療・介護サービスの提供を 

受けられる社会の実現を目指します。  

以上 



 

＜協定書調印式の様子 2017年 3月 23日＞ 

 

 

（左）岡山大学学長 森田 潔氏    （右）当社グループＣＥＯ取締役社長 櫻田 謙悟 
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